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概要
Microsoft® Windows® Services for UNIX (SFU) 3.5 では、Windows® ベースの環境と UNIX ベースの環境との間の相互運用を必要とする企業ユーザーを対象として、完全にサポート、統合されたクロス プラットフォーム ネットワーク サービスが提供されます。SFU 3.5 により、企業ユーザーは複数のプラットフォームに格納された情報にシームレスにアクセスでき、プラットフォーム間のネットワーク管理を集約し、Windows 上で UNIX のアプリケーションやスクリプトを再利用できるようになります。この資料では、SFU 3.5 の機能が解説されています。対象読者には、UNIX と Windows の混在ネットワークのシステム管理者、開発者、インテグレータを想定しています。 
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はじめに
1999 年の発表以来、Microsoft® Windows® Services for UNIX (SFU) は、Windows ネットワークとUNIX ネットワークの共存を円滑に行う上で、重要な役割を担ってきました。マイクロソフトは、2002 年に Windows Services for UNIX 3.0 をリリースした際に、ネイティブ Windows サブシステムとして実行され、UNIX スクリプトと UNIX アプリケーションの完全な実行環境である、Interix テクノロジを導入することにより、特筆すべき新機能の追加を行いました。2004 年の Windows Services for UNIX 3.5 のリリースにおいては、さらに多くの国際化サポートや、Interix 内部に pthread API のフルセットを追加するなど、業界最高水準の相互運用ツールセットを強化し、賞を授与されたことがあるほど優れた相互運用スイートの機能拡張を図っています。 

SFU 3.5 では、アプリケーションのスレッド化をサポートするよう Interix SDK (ソフトウェア開発キット) が拡張されています。また、ユーティリティと API の更新により、国際化サポートが強化されています。さらに、ネットワーク ファイル システム (NFS) のサポートも拡張され、Microsoft Windows Server™ 2003 Active Directory® ネイティブ環境での認証機能も向上しています。 

SFU 3.5 の新機能
マイクロソフトでは、SFU のパフォーマンスを向上させるために多くの作業を行いました。たとえば、Intrix サブシステムでは、あらゆる面でパフォーマンスの向上が見られます。fork および exec のパフォーマンスが 30% 向上していることを始めとして、パイプの帯域幅は 75%、ファイル入出力は 100% 以上、fstat の待機時間は 150% 改善されています。ファイル入出力が占める割合は、Win32 サブシステムの 10% 以下になりました。マルチプロセッサのスケーラビリティも、さらに向上しています。SFU で提供されている NFS サーバー コンポーネントおよび NIS サーバー コンポーネントのパフォーマンスも大幅に向上しています。 

Windows Services for UNIX 3.5 は、業界標準のプロトコルとユーティリティを使用し、さまざまな UNIX プラットフォームおよび Linus プラットフォームと相互運用できます。Solaris 7、Solaris 8、HP-UX 11、AIX 5L 5.2、Red Hat Linux 8.0 との相互運用性は、テストの上、確認されています。Windows Services for UNIX 3.5 は、Microsoft® Windows 2000 (Professional および Server)、Microsoft® Windows XP Professional、Windows Server 2003 で動作します。
Windows Services for UNIX 3.5 により、Windows Server 製品ファミリに非常に有用な新機能および拡張機能が追加され、スクリプトやプログラムの相互運用性の実現方法に大きな変化がもたらされます。表 1 に、Windows SFU 2.0 から変更された Windows SFU 3.5 の主な新機能について説明します。 

表 1. SFU 3.5 の新機能と拡張機能
	機能
	説明

	NFS クライアント
	setuid ビット、setgid ビットおよび sticky ビットのサポート

	
	シンボリック リンクのサポート

	
	パフォーマンスの向上

	
	国際化対応 : 言語オプションの追加

	NFS サーバー
	パフォーマンスの大幅な向上

	
	NFS 共有のアクティブ/アクティブ クラスタリングのサポート

	
	setuid ビット、setgid ビットおよび sticky ビットのサポート

	
	rootアクセスおよびanonymousアクセスの共有ごとの処理

	
	Windows と UNIX 間のアクセス許可のマッピング モデルの強化

	
	国際化対応の強化

	SFU 3.5
	Windows Server 2003 ボリューム シャドウ コピー サービスのサポート

	SFU 3.5
	Windows Server 2003 Active Directory 環境での認証の簡略化と強化

	NFS ゲートウェイ
	国際化対応の強化

	マッピング サーバー
	クラスタ対応のマッピング サーバー

	
	パフォーマンス、セキュリティ、およびスケーラビリティの向上

	
	冗長マッピング サーバーのサポート

	
	国際化対応の強化

	NIS サーバー
	MD5 暗号化のサポート

	
	スケーラビリティおよびパフォーマンスの向上

	
	さまざまな有用性と管理機能の大幅な強化

	パスワード同期
	UNIX で Pluggable Authentication Model を使用するパスワード設定の新規サポート

	Telnet サーバー
	セキュリティおよびスケーラビリティの向上

	
	インターネット プロトコル Version 6 (Ipv6) のサポート

	
	ダム (dumb) 端末サポート (PDAなど)

	Telnet クライアント
	IPv6 のサポート

	
	国際化対応

	Interix および Interix SDK
	SFU 3.0 から刷新

	
	スループットおよびスケーラビリティの向上

	
	単一ルートのファイル システム

	SFU 3.5
	国際化対応向けユーティリティの更新

	SFU 3.5
	SDK での Pthread のサポート

	SFU 3.5
	国際化対応のための API サポート


続いて、SFU 2.0 以降新たに追加された主要機能と拡張について個別に説明します。その後、Interix サブシステムの統合について、詳しく説明します。
UNIX 環境との相互運用サービスを提供する理由
既存UNIX 環境への、Windows オペレーティング システムの導入の増加を受けて、この 2 種類のプラットフォームを相互運用する必要性が高まってきました。Windows Services for UNIX 3.5 を使用することで、UNIX 系システムとのより優れた相互運用性を実現するだけでなく、UNIX や Linux 用に作成されたアプリケーションの Windows 上での実行を実現する一連の追加機能が、Windows 2000、Windows XP、Windows Server 2003 に提供されます。 

Windows Services for UNIX 3.5 には、サポートが提供される、完全に統合された多様な相互運用コンポーネントおよび、2,000 を超える UNIX API をサポートする完全な SDK が用意されています。Windows Services for UNIX 3.5 では、次のようなコンポーネントが提供されています。 

· 相互運用コンポーネント - Windows システムと UNIX システムのシームレスな統合を実現します。
· 管理コンポーネント – Windows プラットフォームと UNIX プラットフォーム間のネットワーク管理およびアカウント管理を容易にします。
· 開発コンポーネント – UNIX 中心の開発技術を利用する、機能が充実した開発環境を提供します。
· 移行コンポーネント – Windows Services for UNIX の Interix テクノロジを使用して、UNIX のアプリケーションとスクリプトを Windows に移植し、UNIX アプリケーションに堅牢でリソース消費の少ないプラットフォームを提供すると同時に、.NET 機能の利用に向けた明確な道筋をつけることができます。
Windows Services for UNIX を使用すると、UNIX と Windows の双方の環境を最大限に活用して、企業システムを簡素化し、管理できるようにするための、4 種類の非常に魅力的な UNIX と Windows の異種ネットワーク運用のシナリオを実現できます。この 4 種のシナリオとは、以下のとおりです。 

· UNIX ネットワーク リソースの使用。
· ネットワーク管理の簡略化。
· アカウント管理の簡略化。
· UNIX 技術の利用。
このセクションでは、最初の 3 つのシナリオについて、詳しく解説します。この次のセクションでは、Windows Services for UNIX を検証し、SFU によって UNIX 系の技術とアプリケーションを使用できるようにすることで、より優れたビジネス価値やより優れた異種環境にまたがる IT 管理を実現する方法を解説します。
UNIX ネットワーク リソースの使用
Windows Services for UNIX では、UNIX ネットワーク リソースを Windows クライアントや Windows サーバーから使用できるようにし、同時に、UNIX クライアントからは Windows サーバーのリソースを使用できるようにするための、4 つの重要なツールを提供しています。この 4 つのツールとは、以下のとおりです。
· NFS クライアント：Windows 2000、Windows XP、Windows Server 2003 から、ネットワーク上の NFS サーバーにアクセスできます。
· NFS サーバー：ネットワーク上の NFS クライアントから、NFS を利用して Windows リソースにアクセスできます。この NFS サーバー サービスは、現在、完全にクラスタ対応になり、アクティブ/アクティブ クラスタをサポートするようになりました。
· NFS ゲートウェイ：下位 Windows コンピュータに追加のソフトウェアをインストールすることなく、Windows 2000 Server または Windows Server 2003 経由で、ネットワーク上の NFS リソースにシームレスにアクセスできます。
PCNFS サーバー：Windows を PCNFSD サーバーとして使用し、NFS サーバーへのファイル アクセスに使われるユーザー認証を行えます。
管理と構成
NFS クライアント サービスと NFS サーバー サービスの管理には、Services for UNIX 管理 MMC (Microsoft 管理コンソール) コンソールを使用します。ただし、これは、NFS ゲートウェイ サービスの管理には、使用されません。このコンソールを開くには、[スタート] メニューから起動するか、MMC コンソールから Sfumgmt.msc スナップインを開きます。または、ほとんどの NFS オプションは、コマンド ラインから管理できます。次のコマンドをコマンド ラインに入力すると、完全なコマンド ライン構文を参照できます。 

 nfsadmin [client | server | gw] /?
NFS クライアント
変更できる NFS クライアント のプロパティは、次のとおりです。 

· 認証：認証に使われるマッピング サーバー。
· ファイルのアクセス許可：既定のファイル アクセス許可。既定のアクセス許可は次のとおりです。 

rwxr-xr-x 
· パフォーマンス：以下のパフォーマンス関連要因の設定 (各既定値も合わせて示します)。
表 2. パフォーマンス設定
	設定
	既定値

	転送プロトコル
	UDP

	マウント方式
	ソフト

	再試行回数
	1

	タイムアウト
	0.8 秒

	読み取りバッファ サイズ
	32 KB

	書き込みバッファ サイズ
	2 KB


NFS エクスポートへの接続
標準の Windows 構文 (\\サーバー\共有) または標準の UNIX 構文 (サーバー:/共有) を使用して、さまざまな方法で NFS エクスポートに接続できます。コマンド ラインから、いずれかの構文を使って、標準の Windows net コマンドか、UNIX で使われるような mount コマンドを使用できます。または、簡単に、エクスプローラの [ネットワーク コンピュータ] を使用することもできます。コマンド ラインでは、次のようなコマンドを使用します。 

net use * server1:/home
net use * \\server1\home
mount server1:/home *
mount \\server1\home *
ヒント : NFS エクスポートに接続することが確実な場合は、UNIX の "サーバー:/共有" 構文を使用すると、接続をより早く確立できます。 

NFS サーバー
Windows Services for UNIX には、NFS をサポートするネットワーク上のあらゆるコンピュータに、Windows 2000、Windows XP、Windows Server 2003 の各システムのディスク リソースへのアクセスを提供する堅牢なツール、NFS サーバー が用意されています。NFS サーバー の管理には、Windows Services for UNIX MMC コンソールを使用するか、コマンド ラインから nfsadmin を使用します。 

Services for UNIX MMC コンソールからは、次のオプションを設定できます。
表 3. コンソール オプション
	オプション
	説明

	ログ
	ログ ファイルのサイズと場所および監査する操作を設定します。

	ロック
	ロックの猶予期間と現在のロックの一覧を設定します。

	クライアント グループ
	アクセス許可の設定を容易にするために、クライアント コンピュータをグループにまとめます。

	サーバー設定
	パフォーマンス、認証、ファイル名の処理などに影響します。


共有
Windowsエクスプローラで、[プロパティ] ページの [NFS 共有] タブを使用することにより、共有を作成できます。フォルダ 1 つ 1 つを共有にすることも、ドライブ全体を共有にすることもできます。コマンド プロンプトからフォルダを共有にする場合は、次のコマンドを使用します。 

nfsshare sharename=drive:path 
このとき、drive:path には、共有するフォルダの場所を指定します。UNIX では、既存の共有内のサブフォルダは共有にできません。サブフォルダを共有にするには、各ドライブ文字を独立したルート ディレクトリとして扱います。次のコマンドをコマンド ラインに入力すると、完全なコマンド ライン構文を参照できます。 

 nfsshare /?
共有のアクセス許可
共有のアクセス許可は、クライアント コンピュータごとに、またはコンピュータ グループに設定します。共有のアクセス許可を設定するには、共有するフォルダのプロパティ ダイアログ ボックスを開き、[NFS 共有] タブをクリックし、[アクセス権] ボタンをクリックします。既定では、すべてのコンピュータに対して読み取り専用であり、ルート アクセスも匿名アクセスも許可されていません。
ファイルのアクセス許可
NFS サーバー は、随意アクセス制御リスト (DACL) の Windows アクセス権を使用して、UNIX や NFS で通常使用されるアクセス許可をシミュレートします。既定では、読み取り/書き込みのアクセス許可がすべてのユーザーに許可されています。
注意: UNIX のセキュリティ モデルと Windows のセキュリティ モデルには、それぞれ本質的に異なるアクセス許可セットがあり、場合によっては、UNIX と Windows 間のマッピングは、条件の近いもの同士のマッピングしかできないことを十分に理解してください。 

NFS ゲートウェイ
NFS ゲートウェイ は、サーバー製品 (Windows 2000 Server および Windows Server 2003) にしかインストールできません。インストールしたら、NFS ゲートウェイ 共有アプリケーション (Gwconfig.exe) を使用して、ゲートウェイ共有を作成できます。ゲートウェイ共有は、UNIX コンピュータやその他の NFS サーバーから NFS ファイル システム リソースを取得し、取得した NFS ファイルシステムをゲートウェイ サーバーのドライブに割り当てます。続いて、そのドライブを標準のサーバー メッセージ ブロック (SMB) プロトコルを使用して、ネットワーク上のあらゆる場所の Windows クライアントに公開します。Windows クライアント コンピュータに特別なソフトウェアを追加しなくても、Windows クライアント コンピュータからは、このゲートウェイ共有がゲートウェイ サーバーのローカル ドライブであるかのように認識されます。
NFS ゲートウェイ 共有アプリケーションは、Windows Services for UNIX プログラム グループか、コマンド ラインから起動します。このアプリケーションを使用すると、すべての Windows クライアントにゲートウェイ コンピュータのローカルの共有であるかのように利用できるゲートウェイ共有を作成できます。ゲートウェイ共有には、それぞれ異なるゲートウェイ コンピュータのドライブ文字が使われるため、作成できるゲートウェイ共有の数は、ゲートウェイ コンピュータ上で使用されていないドライブ文字の数に限られます。
コマンド ラインからの NFS ゲートウェイ 共有の管理には、Gwshare.exe ユーティリティを使用します。このユーティリティの使用方法の詳細については、Windows のヘルプを参照するか、次のコマンドを使用してください。
gwshare /?
ヒント : NFS ゲートウェイ の共有数は、ゲートウェイ サーバー上の空きドライブの数に限られます。ただし、これよりも多くの共有が必要な場合は、複数のゲートウェイ サーバーを使用して、共有を追加し、負荷を分散します。
PCNFS サーバー
PCNFS サーバー により、PCNFSD サポートが提供されます。Windows Services for UNIX MMC で必要な情報を入力してユーザーとグループを作成し、これらを利用して、PCNFS サーバー により、すべての NFS クライアントに対する NFS ファイル リソースの認証が処理されるようにできます。 

注 : Windows Services for UNIX は、認証に PCNFS を使用しません。また、PCNFS サーバー の使用目的は、その他の PCNFS サーバーを利用する必要がある PCNFS クライアントのサポートに限られます。
ネットワーク管理の簡略化
Windows Services for UNIX には、より優れた、容易なネットワーク管理を実現するための重要な Windows ツールが用意されています。これには、以下のツールが含まれます。
· Telnet クライアント：さまざまなプラットフォームで、文字ベースおよびスクリプト ベースのリモート アクセスとリモート管理を実現できます。
Telnet サーバー：さまざまなクライアントからの Windows の文字ベースおよびスクリプト ベースのリモート管理を実現できます。
· MMC スナップイン：Windows Services for UNIX のすべての機能を整合性を保ちながら一元管理できます。
· ActivePerl：既存のスクリプトや新しいスクリプトで Windows Management Interface (WMI) を利用して、ネットワーク管理作業を自動化できます。
Telnet クライアント
Windows Services for UNIX では、Windows 2000 で提供されている Telnet クライアントよりも優れた文字ベースの Telnet クライアントが提供されます。SFU の Telnet クライアントでは、ストリーム モードとコンソール モードの両方がサポートされます。また、ログ機能も提供され、構成設定 (以下の表の set コマンドを参照) やコマンド (以下の表の send コマンドを参照) も追加されて、混在環境において役立つ機能が強化されています。 

Telnet の構成は、Telnet セッション中に Telnet プロンプトから行います。Telnet セッションが開始されているときに、CTRL キーと ] (右角かっこ) キーを同時に押すと、Telnet プロンプトが起動されます。この Telnet プロンプトに、次のコマンドを入力します。
表 4. Telnet コマンド
	キー
	機能

	?
	ヘルプを表示します。

	close
	現在の接続を切断します。

	display
	現在の操作パラメータを表示します。

	open 
<コンピュータ名>
	任意のコンピュータへの接続を開きます (コンピュータ名の代わりに IP アドレスも使用できます)。

	send
	文字列を Telnet サーバーに送信します。文字列は、次の特殊な文字列を除いて、そのままの状態で送られます。 

ao
Telnet コマンドの Abort Output  コマンドをサーバーに送信します。
ayt
Telnet コマンドの Are You There コマンドをサーバーに送信します。
brk
Telnet コマンドの brk コマンドをサーバーに送信します。
esc
Telnet のエスケープ文字をサーバーに送信します。
ip
Telnet コマンドの Interrupt Process コマンドをサーバーに送信します。
synch
Telnet コマンドの synch コマンドをサーバーに送信します。

	status
	現在のセッションの状態についての基本的な情報を表示します。

	quit
	Telnet クライアントを完全に終了します。

	set
	操作パラメータを設定します。次のパラメータを設定できます。
?
他の set オプションについてのヘルプを表示します。
bsasdel
Backspace  キーが Delete キーとして送信されるように設定します。
delasbs
Delete キーが Backspace キーとして送信されるように設定します。
crlf
Enter キーにより復帰と改行 (0x0D、0x0A) が 送信されるように設定します。
esc x
x を Telnet クライアント プロンプトを起動するエスケープ文字 (既定は Ctrl キー+ ] キー) として使用します。
localecho
入力される文字のローカル エコーを有効にします。
logging
ログを有効にします。
logfile filename
指定したファイルを現在のログファイルに設定します。
mode x
モードを設定します。x には console か stream を指定します。
ntlm
NTLM 認証を有効にします。
term <値>
要求された端末エミュレーション (ANSI、VT52、VT100、VTNT) を設定します。 

	unset
	set コマンドを使用して設定されたオプションをリセットします。


ヒント : Telnet クライアントを主に UNIX システムへの接続に使用する場合は、term に ANSI を設定し、NTLM 認証は無効にしてください。Windows システムと UNIX システムの両方に接続することが多い場合、または主に Windows システムに接続する場合は、VTNT エミュレーションをお勧めします。接続先のシステムが VTNT をサポートしていない場合は、ANSI を使用できます。 

Telnet サーバー
Windows Services for UNIX には 2 種類の Telnet サーバーが用意されています。既定の Telnet サーバーは Windows ベースの Telnet サーバーで、Windows 2000 以降、すべての Windows で提供されているものと機能的に同等です。もう 1 つは、Interix の telnetd デーモンで、これはinetd を使用して制御します。これらの Telnet サーバーは、両方を同時に有効にすることはできません。既定では、セキュリティのため、どちらの Telnet サーバーも有効になっていません。
Windows ベースの Telnet サーバーは、どのような状態でインストールしても、ほぼ最適に機能します。この Telnet サーバーには、Windows 2000 や Microsoft Windows NT®、Microsoft Windows 95 および 98 で提供されている Telnet クライアントだけでなく、ほぼあらゆるオペレーティング システムの文字ベースの端末クライアントを含め、さまざまなクライアントからログオンできます。また、Windows ベースの Telnet サーバーを個別のサイト要求に合わせて構成し、セキュリティの強化、ログオンの簡略化、ストリーム モードやコンソール モードのサポートなどを行うことができます。 
Windows ベースの Telnet サーバーと Interix Telnet デーモンの相違点
既定の Windows ベースの Telnet サーバーは、Windows 2000 や Windows XP、 Windows Server 2003 のユーザーには使いやすいでしょう。これは、基本的に Windows XP Professional および Windows Server 2003 で提供されている Telnet サーバーと同じものです。Windows 2000 の Telnet サーバーとも共通点が多くあります。Windows ベースの Telnet サーバーは、Windows コマンド シェル (Cmd.exe) を既定のシェルとして使用します。このため、Windows ベースの Telnet サーバーは、サービス MMC や Windows Services for UNIX 管理 MMC (Sfumgmt.msc) のいずれかから、開始および停止できます。詳しい Telnet サーバーの設定とその説明については、後述の表で Telnet サーバーの設定を参照してください。
Interix Telnet デーモンの telnetd は、通常、inetd の制御の下で実行されます。このデーモンでは、ログオン シェルに、Interix シェルが使われます。Interix Telnet デーモンのすべてのオプションについては、telnetd のマニュアル ページを参照してください。
Interix telnetd の有効化
Interix Telnet サーバーを有効にするには、まず Services for UNIX MMC を使用して Windows Telnet サーバーを停止し、これを手動で開始されるように設定するか、無効にします。次に、Windows Services for UNIX シェル (ksh など) から、Windows Services for UNIX エディタ (vi など) を使用して /etc/inetd.conf ファイルを編集し、次の行のコメントを解除します。
#telnet stream tcp nowait NULL /usr/sbin/in.telnetd in.telnetd –i
続いて、十分な特権のあるアカウントを使用して、Interix Korn シェルから、次のコマンドを発行します。
$ kill -1 $(ps –ef | grep inetd | grep –v grep | tr –s " " \
| cut –f2 –d " ")
この 1 行のスクリプトでは、inetd プロセスのプロセス ID を検出し、kill -1 (NOHUP) をこのプロセスに発行して、inetd が構成ファイルを再度読み取るようにしています。 

認証
Windows Telnet サーバーでは、Windows Telnet クライアントのログオンの認証に、NTLM (Windows NT LAN Manager) をサポートします。NTLM を使用すると、ユーザーの Windows ログオン情報を基に、Telnet サーバーに対してそのユーザーが自動的に認証されます。この機能により、クリア テキスト形式のパスワードがネットワーク上を転送されることなく、ユーザーは Telnet をまったく意識しないで使用できます。なお、この場合、Windows Telnet クライアントを使用するなどして、NTLM がログオンのクライアント側でサポートされている必要があります。 

注 : UNIX と Windows の混在環境で NTLM のみを使用すると、UNIX ユーザーには NTLM 認証をサポートするクライアントがないため、UNIX ユーザーを Windows サーバーから効果的にロックアウトできます。Interix Telnet と telnetd では、NTLM 認証はサポートされていません。
NTLM ログオンを使用する場合、ユーザーはログオン先のコンピュータのローカル ドライブにしかアクセスできません。ネットワーク リソースにユーザーのアクセス許可を割り当てる必要がある場合は、完全な資格情報により、明示的な割り当てを行う必要があります。この場合、たとえば次のようなコマンドを使用します。
net use g: \\server\share /user:domain\username
管理
Windows Telnet サーバーは、Windows Services for UNIX MMC スナップインか tnadmin プログラムを使用して管理します。tnadmin.exe のオプションを参照するには、次のように入力します。
tnadmin /?
以下の表に、設定できるオプションを示します。
表 5. Telnet 管理オプション
	オプション
	説明

	認証
	NTLM かユーザー名/パスワード形式を選択できます。

	監査
	イベントを独立したログ ファイル (Windows のイベント ログ) に記録するようにし、ログに記録するイベントを設定します。

	サーバー設定
	次のオプションを設定します。 

· 最大同時接続数 : 既定では、サーバーにライセンスされている接続の数です。XP Professional では 1 が既定値です。
· ログオン失敗時の最大ログオン試行回数 : 既定値は 3 です。
· Ctrl + A キーへの Alt キーのマップ : 既定値は、yes です。
· Telnet ポート : 既定値は 23 です。
· 操作モード : Console または Stream を指定します。既定値は Console です。
· 既定のドメインの名前 : ログオン ユーザー名に自動的に追加されるドメイン名を入力します。既定値は “.” で、この機能を無効にすることを表します。
· アイドル状態のセッションのタイムアウト : アイドル セッションを強制的に切断するまでの時間を指定します。
· 切断時にすべてのプログラムを終了 : 次のオプションとこのオプションのどちらかが有効になります。
· bgjob  コマンドを使用して起動されたプログラムは継続して実行 : セッション終了後も、ジョブが引き続き実行できるようにします。既定値は no です。

	セッション
	現在アクティブなセッションのデータ (ユーザー、ドメイン、コンピュータ、ログオンの日時など) を参照し、メッセージをこのセッションに送信するか、セッションを終了できます。 


Interix telnetd は、BSD (Berkeley Software Distribution) Telnet デーモンを基にしたデーモンです。構成オプションの詳細については、telnetd のマニュアル ページを参照してください。
Services For UNIX MMC コンソール
Windows Services for UNIX には、NFS ゲートウェイ 以外のすべてのコンポーネントを一元管理できる MMC が用意されています。この MMC には、使いやすく強力な管理インターフェイスがあり、これを使用して、どのコンソールからでもネットワーク上のすべての Windows Services for UNIX コンピュータを管理できます。さらに、Windows Services for UNIX は WMI をサポートするため、管理作業すべてをスクリプトでコマンド ラインから実行できます。 

ActiveState ActivePerl 5.8

Windows Services for UNIX には、ActiveState が提供している Windows 用の ActivePerl 5.8 が含まれています。この製品は、Perl 5.8 および Perl スクリプトの機能をすべて備えて移植されたもので、Windows 2000、Windows XP、Windows Server 2003 上で稼動します。ActivePerl 5.8 では、fork() コマンドの完全なサポートなど、さまざまな機能強化が施され、一般の Perl で作成されたスクリプトやモジュールの移植性を大幅に向上させています。ActivePerl では、Windows Scripting Host の完全なサポートも提供され、システム管理者の作業に非常に有用なツールとなっています。
アカウント管理の簡略化
Windows Services for UNIX では、Windows と UNIX の混在ネットワークにおけるアカウント管理の簡略化を支援するための重要なツールが提供されています。これには、以下のツールが含まれます。
· NIS 移行ウィザード：UNIX NIS ソース ファイルを NIS ドメインから Active Directory に移動し、アカウント管理を統合できます。
· NIS サーバー：Windows 2000 または Windows Server 2003 ドメイン コントローラをプライマリ NIS サーバーとして利用でき、NIS ドメインと Windows ドメインを統合して、両方のドメインを Active Directory を使用して管理できます。
· パスワード同期 (双方向)：Windows と UNIX の両プラットフォームのパスワードを同期でき、ユーザーが Windows と UNIX の両方に 1 つのパスワードを管理できるようにします。
· ユーザー名マッピング：Windows のユーザー名と UNIX のユーザー名の関連付けに使用され、ユーザーが UNIX システムに改めてログオンしなくても、NFS リソースにアクセスできるようにします。
NIS から Active Directory への移行を支援するウィザード
NIS 移行ウィザードは、既存の NIS 環境を NIS サーバーに簡単に移行できるようにする使いやすいツールです。NIS 移行ウィザードは、UNIX NIS ソース ファイルを取得し、これらを Active Directory へ移行します。 

これらのソース ファイルは、NFS を使用して NIS 移行ウィザードを実行する Windows サーバーに公開するか、ftp を使用して Windows サーバーのローカル ディレクトリに転送します。マップ ソース ファイルは、同じディレクトリに格納する必要があります。NIS 移行ウィザードを数回に分けて実行して、段階的にファイルを移行することも、一度で移行を済ませることもできます。ただし、ファイルを段階的に移行する場合は、グループ ファイルやシャドウ ファイルを移行する前に、これらのファイルが依存するパスワード ファイルを最初に移行する必要があります。 

NIS サーバー
NIS サーバー を使用することで、NIS を Active Directory に統合し、Windows 2000 または Windows Server 2003 のドメイン コントローラを NIS マスタ サーバーまたは NIS 下位 (スレーブ) サーバーとして使用できます。NIS サーバー を下位サーバーとして使用する場合は、マスタ サーバーには、Windows 2000 Server または Windows Server 2003 のドメイン コントローラを使用する必要があります。NIS サーバー をマスタ サーバーにする場合は、Windows と UNIX NIS の両方を下位サーバーにすることができます。 

パスワード同期
SFU 3.5 で提供されているパスワード同期ツールは、Windows と UNIX 間でパスワード変更の同期を実行できるようにする双方向の同期ユーティリティです。パスワードの変更は、Windows と UNIX (下記のプラットフォーム) のどちらで行われても構いません。 

· HP-UX 11i
· Sun Solaris 7、Solaris 8
· IBM AIX 5L 5.2 

· Red Hat Linux 8.0

ヒント : 使用している UNIX プラットフォームが上の一覧にない場合でも、使用しているプラットフォーム上でコンパイルを行うことで、双方向のパスワード同期を利用できます。Windows Services for UNIX では、このようなコンパイルを支援するためのソース コードとメイク ファイルの両方を提供しています。
双方向のパスワード同期では、Windows からのパスワード変更の受け入れは、UNIX サーバー上で実行されるシングル サインオンデーモン （SSOD） が使用されます。また、UNIX でのパスワード変更を Windows 環境に通知する場合は、パスワード認証マッパー （PAM） が使用されます。PAM も、SSOD と同様に UNIX サーバーで実行されます。 

展開上の注意
Services for UNIX のパスワード同期機能を使用する場合、次の点に注意してください。
· Windows 2000 ドメインおよび Windows Server 2003 ドメイン：Windows 2000 および Windows Server 2003 ドメインと UNIX コンピュータを同期させる場合は、ユーザーがパスワードを変更する際に使用する可能性のあるすべての UNIX コンピュータだけでなく、ドメイン内のすべてのドメイン コントローラに、パスワード同期サービスをインストールして実行しておく必要があります。ドメイン コントローラからパスワード同期サービスがアンインストールされると、他のサーバーで問題が発生する可能性があります。
· スタンドアロン サーバーまたはワークグループ：SFU のパスワード同期サービスを使用して、スタンドアロンまたはワークグループの Windows コンピュータと UNIX コンピュータ間のパスワード同期を行う場合は、すべての Windows コンピュータにパスワード同期サービスをインストールする必要があります。この場合、パスワード同期サービスで UNIX と同期されるのは、各 Windows コンピュータのローカル アカウントのみです。 

Windows システムと UNIX システム間で適切にパスワード同期が行われるようにするには、同期サービスを使用してすべての Windows コンピュータと UNIX コンピュータで、まったく同じユーザー アカウント名が使用される必要があります。Windows アカウントと異なり、UNIX アカウント名は大文字と小文字が区別されることに注意してください。また、すべての UNIX コンピュータに、Services for UNIX の CD-ROM から SSOD を適切にインストールしておく必要があります。パスワード同期を使用して Windows ドメインと NIS ドメインを同期させる場合は、パスワードの変更情報を受け取る可能性のあるコンピュータの一覧に NIS マスタ サーバーを追加しておく必要があります。構成ファイルとメイク ファイルに適宜変更を加えて、NIS を使用するように UNIX サーバー上のデーモンを構成する必要もあります。
ユーザー名マッピング
UNIX 環境と Windows 環境間で異なるユーザー名が存在する可能性がありますが、ユーザー名マッピング機能はこれらをマップするメカニズムを提供します。ユーザー名マッピングは、どちらの環境でも同じ名前のユーザーに対しても使用されますが、本当に威力を発揮するのは、この 2 つの環境で名前が同じではないユーザーをマップする場合です。UNIX のユーザー名では大文字と小文字の区別がされますが、Windows のユーザー名では区別されないことを考えると、この機能を使用することで、この 2 つの環境のアカウントの保守と管理にかかる労力が大幅に削減できる可能性があります。 

ユーザー名マッピング サーバーは、可用性が高いクラスタ対応のサービスで、ユーザー名マッピング サーバーの冗長プールをサポートしています。ユーザー名マッピングを使用すると、Windows のユーザー アカウントと対応する UNIX アカウント間の簡潔なマップを作成でき、高度マッピング機能を使用すると名前の異なるアカウントをマップできます。また、ユーザー名マッピングでは、UNIX アカウントと Windows アカウントの一対多のマッピングもサポートし、1 つの UNIX アカウントを Windows の複数のアカウントにマップできるようにしています。これにより、たとえば、複数の Windows の管理アカウントを UNIX の root アカウントにマップすることができます。
ユーザー名マッピングは、ユーザーの認証には NIS か、ローカルの passwd ファイルと group ファイルを使用します。これらのファイルは、もともと UNIX 環境で作成されている可能性がありますが、通常は /etc ディレクトリ (%SFUDIR%\etc) 内に、ローカルに保存されています。また、SFU 3.5 では、ユーザー名マッピング サーバーは、/Mapper (%SFUDIR%\Mapper) ディレクトリにある .maphosts という名前の特殊なファイルを使用して、信頼済みのホストにセキュリティを実装するようになりました。
UNIX 技術の活用
Windows Services for UNIX 3.5 では、完全に統合された Interix サブシステム、シェル、ユーティリティ、SDK (これについては、次のセクションで取り上げます) と合わせて、一般に普及している UNIX のネットワーク機能や接続性を提供することで、Windows を既存の環境に統合しながらも、UNIX 技術やスクリプトに投じて来た膨大な投資を活用できるようにします。 

Interix
Windows Services for UNIX 3.5 には、Interix サブシステム テクノロジが実装されています。これは、充実した機能を持つ、堅牢な UNIX アプリケーションおよびスクリプト用の環境で、Windows カーネル上でネイティブ サブシステムとして実行されます。 

エミュレーションではない、ネイティブなサブシステム
Interix アプリケーション実行環境は、SFU 3.0 より前のバージョンで提供されていた Windows ベースの Korn シェルやユーティリティと異なり、完全に統合されたサブシステムと SDK からなり、Windows 2000、 Windows XP、Windows Server 2003 でネイティブに実行されます。Interix では、UNIX アプリケーションを Windows でコンパイルして実行するための完全なサポートが提供されているため、企業は既存のカスタム アプリケーションを簡単に使用および移行できます。また、UNIX 開発者にとっては、2,000 を超える UNIX API の完全なサポートが提供されるため、UNIX 用に作成されたスクリプトやアプリケーションを Windows に簡単に、自然に移植することができます。 

スクリプト
Windows Services for UNIX  3.5 では、Korn シェル環境および C シェル環境、350 を超える UNIX ユーティリティ、Interix でコンパイルされた Perl 5.6.1 が提供されています。これにより、UNIX の開発者および管理者に、最も機能が豊富で、使い慣れた、互換性の高いスクリプト環境を提供しています。提供される UNIX ユーティリティには、awk、grep、sed、tr、cut、tar、cpio などの他にも多数あり、これらはすべて、UNIX のユーザーや管理者、プログラマの予想どおりに動作します。他にも、gawk や gcc、ｇ++、g77 など、40 を超える GNU ユーティリティやコンパイラも提供されています。
単一ルートのファイル システム
Windows Services for UNIX 3.5 では、Interix 環境に単一ルートのファイル システムを実装し、すべてのファイル システム上で単一の / ルートを使って稼動するよう作成されているユーティリティやスクリプト、アプリケーションが、デザインどおりに稼動するようにしています。また、この機能により、ファイルが従来の UNIX 環境と同じ場所に置かれることになるため、移植関連の問題が大幅に軽減されます。各ドライブには、/dev/fs/C、/dev/fs/D などを使用してアクセスできます。また、ネットワーク ファイル共有のアクセスには、/net/<NETNAME>/<sharename> (例: "/net/SERVER1/Users") を使用します。
シェル
Korn シェルと C シェルの両方が、Windows Services for UNIX で提供されています。どちらのシェルも、UNIX 環境での動作と変わらずに動作します。SFU 3.0 より前のバージョンで提供されていたKorn シェルとは異なり、どちらのシェルでも、単一ルートのファイル システムが採用されています。コロン (":") の特殊な意味による問題がなくなったため、ドライブ文字構文のサポートのためにスクリプトを変換する必要はなくなりました。たとえば、SFU の以前のバージョンでは、ユーザー固有の bin ディレクトリにある “build.ksh” スクリプトへの完全修飾パスは、次のように表現しました。
U:/bin/build.ksh
Windows Services for UNIX 3.5 では、次のように表現します。
/dev/fs/U/bin/build.ksh
または
~/bin/build.ksh
シンボリック リンクを追加した場合は、次のようになります。
ln –s /net/SERVER1/UserHome  /home
その結果は、次のようになります。 

/home/$USERNAME/bin/build.ksh
共通スクリプトや共通プログラムは、一般的な UNIX や Linux と同様の場所に格納されます。たとえば、vim/gvim は次の場所にインストールされます。
/usr/local/bin/vim
/usr/local/bin/gvim -> /usr/local/bin/vim
上の例では、Interix サブシステムの一部として提供される 2 番目に重要な新機能、シンボリック リンクのサポートも使用されています。SFU 3.5 では、NFS だけでなく、NTFS ファイル システムでも、シンボリック リンクが完全にサポートされるようになりました。 

単一ルートのファイル システムがサポートされるようになっただけでも、UNIX から Windows へのスクリプトの移植作業の手間が大幅に軽減されました。この大きな理由としては、次の 2 つが挙げられます。まず、アプリケーションやプログラム、システム ファイルが UNIX のプログラムやユーザーの予想する場所に置かれるだけでなく、PATH 変数のフィールド区切り文字として使用するなど、コロン (":") を通常通りに使用することができる点です。
もう 1 つの大きな違いは、シェルの動作を制御する特殊ファイルの名前に、UNIX 環境での名前と同じものが Interix 環境でも使われるようになった点です。これにより、異種環境全体で ".profile" や ".ksherc" (または、C シェルの場合は .login、.environ) を 1 つにまとめて容易に管理できるようになります。また、NIS クライアント や NIS サーバー を使用することで、Windows と UNIX の両方の環境に対して、統一の共有ホーム ディレクトリを利用できるようになります。 

言語
Interix サブシステムは、Perl、C、fortran77、C++ など、複数のスクリプト言語やプログラム言語、ライブラリをサポートする、使いやすく互換性の高いスクリプトおよびプログラミング環境を提供します。この環境では、GNU コンパイラである gcc、g77、g++や、Microsoft Visual C/C++ コンパイラの cc および c89 がサポートされています。
ツールおよびユーティリティ
標準の UNIX のツールやユーティリティは、すべて、SFU に含まれています。したがって、作業に役立ちそうなツールや必要なツールを手に入れるために、サードパーティのアドオン パッケージを購入する必要はありません。一般に普及しているツールはすべて利用でき、UNIX での動作と同様に動作します。提供されているユーティリティは、一般のテキスト処理ツールでは grep、less、awk、sed、pr、tr など、バッチ処理ツールでは at、cron、batch など、ジョブ制御ツールでは ps、nice、kill など、グラフィック ユーティリティでは xterm、xrdb、xse、xclock など、開発ツールでは gcc、gdb、make など、接続ツールでは bind、sendmail、ftp などです。これらのツールはすべて SFU で提供されていて、UNIX での動作と変わらずに動作します。man でさえも、これまでの UNIX 環境の動作と変わりません。
プログラミング
Windows Services for UNIXでは、XWindows(X11R6.6) のアプリケーションや Curses のアプリケーションなどの UNIX アプリケーションの作成と移行に使用する API、コンパイラ、ユーティリティの完全なセットだけでなく、UNIX アプリケーションで予期されるとおりに動作する完全なアプリケーション実行環境も提供されます。ファイルの場所や構文について特に考慮する必要はありません。シンボリック リンクも完全にサポートされ、極めて柔軟にパスを表現できるようになっています。このため、既存の UNIX アプリケーションを Interix サブシステム上で実行できるようにする場合は、単に移植できるだけでなく、移植作業自体が比較的容易になります。Windows Services for UNIX 3.5 での新たな点としては、100 を超える新しい API が追加され、pthread を使用するアプリケーションやワイド キャラクタ コード文字列をサポートできるようになりました。
注 : UNIX アプリケーションを Interix で実行できるようにするには、再コンパイルする必要があります。 

以前のバージョンの Interix との違い
Interix では、常に、UNIX ユーザーにとっては馴染みのある UI を提供してきましたが、Windows ユーザーにとってはあまり使い勝手のよいものではありませんでした。Interix のバージョンが新しくなるにつれ、Windows 環境との統合の推進を図った機能強化が行われてきました。Interix の ksh ユーティリティでは、PATH_WINDOWS 環境変数が使用できるようになりました。これにより、完全に正確なファイル名やサフィックスを明示的に指定しなくても、特定のディレクトリにある Windows プログラムを検索できます。たとえば、「winword」と入力した場合、PATH および PATH_WINDOWS が適切に構成されている場合は、WINWORD.exe プログラムを検出できます。
Windows のセキュリティ上、Windows XP 以降は、Interix を含め、Windows のすべての環境サブシステムでの大文字と小文字の区別は、既定では無効になっています。したがって、Interix は、大文字と小文字の区別が無効な状態でインストールされている可能性があります。純粋な UNIX 環境では、大文字と小文字の厳密な区別が必要とされます。Interix を Windows XP または Windows Server 2003 にインストールする場合、インストール時に大文字と小文字の区別を無効のままにするか、明示的に有効にするかを選択できます。
また、Interix サブシステムは、NFS ファイル システムに完全に対応しています。Interix サブシステムは、ユーザー名マッピング サーバーを使用して、NFS ファイル システムのアカウント名を解決します。 

カスタム インストール オプション
Windows Services for UNIX 3.5 では、図 1 のような、一般的な Microsoft インストーラが使用されます。このインストーラでは、オンデマンドのインストール、完全にスクリプト可能な制御を使用する Windows Services for UNIX の削除、および保守を行うことができます。カスタム インストールを選択した場合は、インストールされるオプションを指定できます。 
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図 1. Windows Services for UNIX のインストール
Windows Services for UNIX には、さまざまなインストール オプションが用意されています。指定できるオプションは、主に、使用される異種ネットワークの種類により、異なります。利用できるインストール オプションとその組み合わせは多くありますが、以下のような各シナリオでは、以下の基本的な組み合わせが有効です。3 種類の基本的なシナリオとそれぞれのシナリオで使用するオプションの組み合わせを以下に示します。
· Windows が大半を占め、UNIX サーバーとクライアントが多少混在する。Windows Services for UNIX のすべてのオプションをインストールします。サーバー クラスのコンピュータにインストールした NFS ゲートウェイ を使用して、NFS リソースを比較的使用しないクライアントをサポートできます。UNIX の NFS 共有に頻繁にアクセスする必要がある Windows コンピュータには、NFS クライアント をローカルにインストールする必要があります。
· 多数の既存の UNIX と Windows が混在する。NFS (サーバーと、適宜、クライアントまたはゲートウェイ) を Windows サーバーおよびクライアントにインストールし、合わせて、少なくとも 1 つユーザー名マッピング サーバーをインストールして、既存の UNIX ファイル システム リソースに完全にアクセスできるようにします。ディレクトリを統合し、一元的に管理したい場合は、ドメイン コントローラに NIS をインストールします。Interix ユーティリティ (既存の環境で GNU ユーティリティが使用されている場合は、これらも) をインストールします。これにより、クロスプラットフォーム スクリプティングをサポートし、UNIX のユーザーや管理者に、使い慣れた作業環境が提供されます。
· 既存の UNIX 環境に Windows を新たに導入する。環境に Windows を初めて導入する場合は、Windows Services for UNIX のすべてのオプションをインストールします。これにより、アカウントの管理が容易になり、UNIX の知識を利用でき、UNIX のスクリプトやアプリケーションを Windows に移行できるようになります。
クロスプラットフォーム スクリプティングを実現し、アプリケーションを移行するためには Interix と Interix SDK を、異種プラットフォーム間でファイル リソースを共有しパスワード同期を行うためには NFS をインストールするようにしてください。Windows ユーザー名を作成する場合は、UNIX 環境のユーザー名と大文字と小文字の違いも含めて一致するようにしてください。 

上記の各インストールでは、使用する予定の環境に適した組み合わせでオプションをインストールしています。いずれのシナリオでも、おそらく Interix はインストールする必要があるでしょう。Interix では、UNIX のユーティリティとシェルの完全なセットが提供されるほか、機能が豊富で堅牢な、相互運用および移行環境が提供されます。続いて、さまざまな種類のインストールとそれらのインストールを行う状況を取り上げます。
NIS サーバー のインストールを含む、完全インストール
UNIX リソースがかなり存在する企業用環境と、Windows 2000 Server または Windows Server 2003 と Active Directory が導入される既存の NIS ドメイン環境では、ドメイン コントローラへの NIS サーバー の完全インストールが有効である可能性があります。NIS 移行ウィザードを使用すると、既存の NIS ドメインを Active Directory に移行でき、Active Directory の一部として、完全に冗長で、レプリケートされた NIS のマスタ サーバーを提供できます。どの Windows のドメイン コントローラでも、NIS サーバー サーバーにすることができます。NIS サーバー のマスタ サーバーは、1 つしか構築できませんが、Windows ドメインの残りのドメイン コントローラを Active Directory の NIS マスタ サーバーの下位サーバーにすることはできます。 

注 : SFU の NIS サーバーを UNIX の NIS マスタ サーバーの下位サーバーにすることはできません。SFU の NIS サーバー マスタ サーバーの下位サーバーにしかできません。
NFS およびユーザー名マッピング
NFS ファイル システムのリソースと UNIX クライアントが多く含まれる環境で、実行されている NIS がないか、NIS マスタ サーバーが UNIX 上に置かれる場合は、NFS サーバー、NFS クライアント か NFS ゲートウェイ、およびユーザー名マッピングのインストールをお勧めします。必要なユーザー名マッピング サービスは 1 つだけですが、サブネットが構成されたネットワークで作業をする場合や、多数の Windows NFS クライアントがあり、適切に負荷を分散したい場合は、複数のユーザー名マッピング サービスをインストールできます。 

NFS ゲートウェイ に関するヒント
NFS クライアント か NFS ゲートウェイ のいずれかを Windows 2000 または Windows Server 2003 サーバーにインストールできますが、両方をインストールすることはできません。NFS をそれほど使用しない場合は、NFS ゲートウェイ がコスト効率のよい選択肢となる可能性があります。NFS ゲートウェイ を使用すれば、NFS クライアント を各 Windows クライアント コンピュータにインストールしなくても、Windows クライアントは既存の NFS ファイル システム リソースにアクセスできます。ただし、NFS を頻繁に使用する場合は、ゲートウェイ サーバーに過大な負荷がかかり、システムにボトルネックを生じる可能性があることを留意してください。 

NFS クライアント に関するヒント
サーバーや、NFS ファイル システム リソースを非常に頻繁に使用する Windows XP Professional または Windows 2000 Professional コンピュータには、NFS クライアント をインストールしてください。NFS ゲートウェイ が実行されているサーバーが 1 台でもある場合は、そのサーバーを使用して、NFS リソースをそれほど使用しないクライアントや Windows 9x クライアントに NFS リソースへのアクセスを提供できます。ただし、NFS サーバーに保存されているファイルを頻繁にかつ定期的に使用する必要があるコンピュータには、すべて、NFS クライアント をインストールするようにしてください。
NFS サーバー 認証に関するヒント
NFS サーバー を使用して UNIX クライアントでもファイル システム リソースを共有している場合は、NFS サーバー を実行するすべてのコンピュータと、NFS 共有にアクセスする際に認証を受けるユーザー アカウントが存在するドメインすべてに所属するすべてのドメイン コントローラに NFS サーバー 認証をインストールしてください。唯一の例外は、Windows Server 2003 の機能レベルのフォレストに存在する Windows Server 2003 ドメインです。
ユーザー名マッピングに関するヒント
1 台以上のサーバーにユーザー名マッピングをインストールしてください。可能であれば、ドメイン コントローラにインストールしてください。これにより、ユーザーが基本的には意識しないで、各環境のユーザー名がマップされます。利用できるクラスタが存在する場合は、そこにユーザー名マッピング サーバーをインストールすると、可用性が高まります。
パスワード同期 (双方向)
Windows ユーザーと UNIX ユーザーがどちらも多数存在する環境で、そのうちのかなりのユーザーが UNIX と Windows の両方のオペレーティング システムを使用している場合、使用している UNIX システムがサポート済みのプラットフォームに存在するのであれば、パスワード同期をインストールすることをお勧めします。
UNIX システムがサポート済みのプラットフォームを使用していない場合でも、SFU で提供されているメイク ファイルを使用して、SFU で提供されているデーモン (SSOD および PAM) を、使用しているプラットフォーム用にコンパイルすれば、パスワード同期を実行できます。
ヒント : パスワード同期では、UNIX と Windows で名前の異なるユーザー名はサポートされず、ユーザー名マッピングも使用されません。パスワード同期を使用する環境では、パスワードを集中管理するために、2 つのプラットフォームでユーザー名が (UNIX では大文字と小文字の区別がされるので、大文字と小文字の違いも含めて) 同じになるようにあらゆる努力をしてください。
使用シナリオ
パスワードの集中管理
UNIX と Windows の混在環境でユーザーや管理者にとってストレスを生む最大の原因の 1 つとして、UNIX と Windows の 2 つのドメインで異なるアカウントを管理し保守することが挙げられます。これは、大規模で、定期的なパスワードの変更が必要とされ、実施されているセキュリティの厳しい環境には特に当てはまります。Windows Services for UNIX 3.5 では、このプロセスを簡略化するツールを提供しています。
パスワードの集中管理を行う方法はいくつかあり、これは、環境の構成と具体的な要件に応じて異なります。基本的なメカニズムとしては、次の 3 種類のメカニズムがあります。
· Active Directory を使用した NIS マスタ サーバー。
· ユーザー名マッピング。
· パスワード同期 (双方向)。
各メカニズムは、それぞれわずかに異なる観点で、パスワードの集中管理の問題に対処しますが、それぞれに独自の利点があり、互いに補完しあうことができます。
大規模な企業の環境で、かなり確立された UNIX システムが構築されている場合は、NIS を Active Directory の一部として実行できない可能性があります。このような環境では、パスワード同期とユーザー名マッピング サービスを組み合わせて使用すると、NIS を Active Directory の一部として実行した場合と同等の結果が得られます。ユーザー名マッピングは、ユーザーが UNIX と Windows の環境で異なるアカウント名を使用していても、NFS ファイル システムに容易にアクセスできるようにすることで、既存の UNIX リソースの活用を支援します。パスワード同期は、UNIX と Windows で名前が同じアカウントに対して使用され、これらのアカウントのパスワードが同期するようにします。このとき、UNIX 環境の主要認証メカニズムとして NIS が使用されていても、/etc/passwd が使用されていても関係ありません。 

Windows 2000 または Windows Server 2003 と Active Directory を導入している環境では、一元的な、使いやすい管理ポイントとして Active Directory にすべてのアカウント管理を統合し、アカウント管理を簡略化できる大きな可能性があります。NIS 移行ウィザードを使用すると、既存の NIS ドメインを Active Directory に移行でき、既存の NIS マスタ サーバーを新しく構成した Active Directory の NIS マスタ サーバーを指す NIS 下位サーバーに変えることができます。UNIX と Windows で名前の異なるアカウントが存在している場合は、ユーザー名マッピング サービスにより、UNIX と Windows 間のアカウントをマップするための使いやすいメカニズムが提供されます。 

ヒント : PCNFS サーバー では、ユーザー名マッピングを使用できない NFS クライアント (SFU 1.0 クライアントなど) のすべてに、PCNFSD と NFS ファイル リソースにアクセスする際のユーザー認証の完全なサポートを提供しています。PCNFS サーバー は、管理のしやすさを考慮し、ユーザー名マッピングがインストールされているのと同じサーバーにインストールすることをお勧めします。 

共通ファイル システム
企業の多くでは、すでに UNIX 環境で構築されたストレージ リソースがかなりあり、これらのリソースを Windows に移行したり、さらにひどいケースでは、このようなリソースを UNIX と Windows の両方の環境にレプリケートする必要があるために、膨大なコストがかかる可能性を抱えています。Windows Services for UNIX には、UNIX と Windows の 2 つの環境でファイル システムを統合するメカニズムがあり、どちらの環境からも利用できる単一の共通ファイル システムが提供されます。Windows サーバーで NFS サーバー を使用することで、UNIX のサーバーとクライアントに Windows ファイル システムへの容易なアクセスが提供され、NFS ゲートウェイ と NFS クライアント を合わせて使用することで、Windows のサーバーとクライアントに既存の UNIX ストレージ リソースへの透過的なアクセスが提供されます。 

企業に NFS クライアント または NFS ゲートウェイ を導入する際に重要なのは、どちらが各社の状況に適しているかを判断することです。NFS ゲートウェイ は、ユーザーが意識しない方法で、Windows クライアントから NFS ストレージ リソースを、比較的少ししか使用しない場合に適しています。ただし、ユーザーが NFS サーバー からプログラムを実行したり、サーバー上にサイズの大きいデータ ファイルやドキュメントを保存するなど、NFS ストレージ リソースを大量に、あるいは頻繁に使用する場合は、NFS ゲートウェイ は適していません。このような場合は、完全な NFS クライアント がより適切で、NFS ゲートウェイ がボトルネックになることを回避できます。ほとんどの環境では、NFS ゲートウェイ と NFS クライアント を合わせて使用することが、もっとも優れた、コスト効率的にも最善の方法です。帯域幅を多く必要とするコンピュータでは、完全な NFS クライアント を使用し、少ししか NFS を使用しないユーザーには、 NFS ゲートウェイ を使用して、UNIX と Windows 間でシームレスでサポートしやすい共通ファイル システムを提供するようにします。 

アプリケーションおよびスクリプトの移行
Windows Services for UNIX 3.5 の Interix サブシステム テクノロジにより、SFU 3.5 は UNIX のアプリケーションやスクリプトを Windows プラットフォームに移行するための非常に優れたツールとなっています。Windows Services for UNIX 3.5 で提供されている完全な Interix SDK と、一般に広く普及し、サポートされている GNU の SDK とコンパイラを使用することで、既存の UNIX アプリケーションを Windows 環境でネイティブに実行できるように移植できます。
Interix では、単一ルートのファイル システムが採用され、UNIX のアプリケーションとスクリプトで想定されている実行環境が提供されます。ファイルやディレクトリの構造が一般の UNIX と変わらず、ソース コードにほとんど、あるいはまったく手を加えることなく、UNIX のアプリケーションやスクリプトを正常にコンパイルしたり実行することができます。 

まとめ
Windows Services for UNIX 3.5 は、Windows 環境と UNIX 環境を統合するための、完全な相互運用ツールセットです。Windows Services for UNIX 3.5 は、異種プラットフォーム相互運用コンポーネント、統合管理コンポーネント、アプリケーション移行コンポーネントをパッケージした、完全に統合された、サポートが提供されるマイクロソフト製品です。また、企業全体を対象とする、より優れた IT 管理を実現すると同時に、より優れたビジネス価値を提供するためのツールも提供しています。Windows Services for UNIX 3.5 を使用すると、堅牢な異種プラットフォーム ファイル システムのサポートやユーザーの集中管理を実現できます。また、Windows カーネル上で実行される UNIX アプリケーション実行環境も用意されていて、UNIX のアプリケーションやスクリプトを Windows プラットフォーム上で Windows アプリケーションと並行してネイティブに実行できます。 

関連情報
Windows Services for UNIX の最新情報については、Services for UNIX Web サイト (http://www.microsoft.com/japan/windows/sfu/) を参照してください。

